令和２年度　静岡市立登呂博物館　博物館実習　募集要項
１　目的
以下の目的を達成するために、博物館法施行規則第1条及び第２条に規定する博物館実習を実施する。
（１）実習生を指導することによる博物館業務の基本の確認

（２）学芸員をはじめとする博物館に興味を持つ人材の育成
（３）実習を通じての登呂遺跡・登呂博物館の対外への周知拡大
２　実習期間
令和２年８月７日（金）～ 14日（金）　各日８時30分～17時15分　計７日間
※８月11日（火）は休館日
３　実習場所

静岡市立登呂博物館、登呂遺跡（静岡市駿河区登呂五丁目10番５号）

※実習期間中に他の場所で実習を行う場合がある。

４　受入人数

10名（先着順）　※特別な事情がない限り、電話受付時点で実習参加可とする。
５　受入条件
下記（１）から（４）条件をすべて満たすもの
（１）学芸員資格の取得を目指している者で、大学等所属機関からの依頼を受けられる者
（２）原則として、実習に全日・全時間参加可能の者
（３）専攻分野・学年・年齢は問わない。ただし、当館が登呂遺跡を中心とした歴史（考古）系博物館であることを承知している者
（４）積極性を持ち、かつ勤勉な態度で実習に臨むことができる者
６　受付方法

期間：令和２年2月1日（土）９時から令和２年４月28日（火）17時15分まで
方法：電話（054-285-0476）にて受付
※　募集要項は登呂博物館ホームページに掲載
７　提出書類
電話受付完了後、下記の書類を静岡市立登呂博物館宛てに郵送又は持参すること。提出期限に定めは設けないが、令和２年５月末を目途に提出することが望ましい。
（１）実習を希望する者の履歴書（登呂博物館が指定する様式を使用すること）
（２）大学等所属機関からの依頼文書
※　上記の書類を受領後、大学等機関に対して、承諾書（登呂博物館の様式）を送付する。実習生あてには、個別に承諾書を送付しない。
提出先　〒422-8033　静岡市駿河区登呂五丁目10番５号　静岡市立登呂博物館　宛て
８　事前課題
「教育普及事業案の検討」
登呂博物館・遺跡での実施を想定した教育普及事業の企画案を一案以上作成し、実習初日の８月７日（金）に紙（A４片面）で提出する。案の内容、分量、実現可能性は問わない。なお、企画案は実習中に発表と討論を行う予定。
９　留意事項
（１）実習態度が不適切な学生は、受入を中止する。
（２）当館等への交通費、その他必要な経費は実習生の負担とする。
（３）実習期間中の災害傷害保険、賠償責任保険への加入は大学側で対応すること。
（４）実習に際し、謝金は不要。
（５）実習に関する注意事項は別途、実習直前に実習生あて、履歴書に記載されたメールアドレスに電子メールで連絡する。
10　実習内容（案）

	8/７（金）
	概要説明　館内・遺跡見学　教育普及案発表

	8/８（土）　
	梱包　体験活動体験　写真撮影

	8/９（日）　
	体験イベント補助

	8/10（月・祝）
	教育普及案発表　展示計画

	8/11（火）　
	休館日

	8/12（水）　
	保存処理施設見学　展示

	8/13（木）　
	展示

	8/14（金）　
	展示


11　問合わせ

〒422-8033　静岡市駿河区登呂五丁目10番５号

静岡市立登呂博物館　鈴木
☎　054-285-0476 

E-mail　torohaku@city.shizuoka.lg.jp
	履　歴　書
	令和２年４月１日現在　　
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	志望動機

	


備考

・「写真」は顔が明瞭にわかるものであればデジタル画像でも良い。

・「E-mailアドレス」はPDF文書を閲覧できるもの。事前の連絡はこのアドレスに行う。
・「実習中の連絡先」が現住所と同じ場合は、記入不要。

・パソコンでの記入が望ましい。手書きの場合は、容易に判読できるよう明瞭に記入すること。
写真








